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人口

世帯

(平成 5年 3月 1回現在)

250，679人

85，903世帯

総
合
公
園
で
は
、
花
見
が
て
ら
楽
し
い
家
族
の
ふ
れ
あ
い
が
:
・

新
平
塚
市
総
合
計
画

「
H
O
Tプ
ラ
ン
幻
」
は
、
六
年
目
を
迎
え
、
二
十
一
世
紀
を
展
望
す
る
平

塚
に
ふ
さ
わ
し
い
、
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
新
港
の
験
備
、
ぱ
ら
の
丘
ハ
イ
テ

ク
パ
ー
ク
の
推
進
、
湘
南
平
の
準
備
は
も
と
よ
り
、
仮
称
消
防
旭
出
張
所
の
新
築
、
仮
称
太
洋
子
ど

も
の
家
の
勘
定
備
、
な
で
し
と
公
聞
及
び
公
民
館
の
新
築
な
ど
、
当
初
予
算
血
点
主
義
の
編
成
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

一
般
会
計
の
予
算
は
七
百
十
一
億
四
千
三
百
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

新
平
塚
市
総
合
計
画
を
中
心
市
民
の
利
便
性
を
考
慮
し
て
市
民

に
、
計
画
的
事
業
執
行
を
促
進
す
窓
口
セ
ン
タ
ー
も
併
設
し
ま
す
。

る
た
め
の
予
算
編
成
を
し
て
い
ま

{
子
ど
も
の
家
の
移
荷
}

す
。
(
二
面
参
照
)
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
施
設

{
仮
称
消
防
旭
出
張
所
の
新
築
}

と
し
て
、

三
館
目
の
仮
称
太
洋
子

人
口
増
加
の
著
し
い
旭
地
区
及
ど
も
の
家
の
新
築
と
、
四
館
自
の

び
今
後
開
発
を
計
画
し
て
い
る
西
仮
称
大
野
子
ど
も
の
家
の
準
備
を

部
丘
陵
の
消
防
活
動
の
強
化
と
、
進
め
ま
す
。

大
災
害
に
も
即
応
で
き
る
体
制
づ

{
湘
南
ひ
り
つ
か
野
外
彫
刻
展
}

く
り
を
進
め
る
た
め
、
消
防
旭
出
県
と
共
催
で
、
十
月
十
六
日
か

張
所
庁
舎
を
新
築
し
ま
す
。
ま
ら
十
一
月
二
十
三
日
ま
で
総
合
公

た
、
新
鋭
機
器
を
備
え
た
高
規
格
園
で
、
野
外
彫
刻
展
を
開
催
し
ま

救
急
車
を
導
入
し
、
救
急
体
制
の
す
。
終
了
後
は
、
作
品
を
総
合
公

強
化
を
図
り
ま
す
。
園
内
の
恒
久
殻
出
場
所
へ
移
し
、

{
仮
称
な
で
し
こ
公
民
館
の
新
築
}
市
民
と
彫
刻
の
新
た
な
出
会
い
の

な
で
し
こ
公
園
を
整
備
中
で
す
場
、
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
ま
す
。

が
、
そ
の
一
角
に
生
涯
学
習
の
場
夜
称
南
部
福
祉
審
嶺
章
鰻
}

に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
と
し
て
、
な
高
齢
者
、
障
害
者
の
各
種
相

で
し
こ
公
民
館
を
新
築
し
ま
す
。
談
、
機
能
回
復
訓
練
等
の
機
能
を

平 成5年度会計別予算

般会計 I 7111竃4，300万円

競輪事業会 計 I 302億 5.500万円

国 民健康保険事業会 計 I 100億 3.780万円

都市改巡駁業会計 I 3億 7，200万円

下水 道司王業会 骨十I 135億 9.800万円

都市施設用地取得司王立覧会計 I 4億 0.749万円

食肉センタ ー 会 骨十I 1億 0.080万円

交通災王宮共済事業 会官十I 6，580万円

水産物地方卸売市場事業会 計 I 3，150万円

総合公園用地取得事業会計 I 8依 9.746万円

老人保健医療事業会 宮イI 98億 6.340万円

置十 I 656億 2.925万門

事鎌会 計 I 109伽，300万円

富十 I 1.4771愈6，525万円

院

会

f言電

特

会

音十

Bリ

備
え
た
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拠

点
と
し
て
、
地
区
図
書
館
及
ひ
体

育
館
を
併
設
し
た
、
仮
称
南
部
福

延
古
館
等
、
窒
晶
設
の
建
設
を

平
成
六
年
度
に
着
手
す
る
た
め
の

準
備
を
進
め
ま
す
。

言
語
崩
教
育
パ
ソ
コ
ン
の
導
入
}

高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
す
る

た
め
、
全
忠
義
に
各
四
十
台
ず

つ
の
生
徒
用
教
育
パ
ソ
コ
ン
を
導

入
し
、
生
徒
を
育
成
し
ま
す
。

生
活
福
祉
環
境

市
民
が
健
康
で
、
安
心
し
て
生

涯
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
保
健
予

防
、
健
康
相
談
業
務
等
に
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
市
民

病
院
等
の
週
休
二
日
制
の
導
入
に

よ
る
救
急
医
療
に
努
め
ま
す
。

地
域
福
祉
で
は
、
虚
弱
老
人
等

へ
の
デ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と

ホ
1
ム
ヘ
ル
パ
l
の
養
成
に
努

め
、
児
童
・
母
子
・
父
子
福
祉
で

は
、
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
設

置
し
て
地
域
の
子
育
て
グ
ル
ー
プ

の
指
導
・
育
成
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
延
長
保
育
と
夜
間
保
育
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

女
性
の
自
立
と
社
会
参
加
の
た

め
に
、
女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

開
催
や
、
学
一
明
臼
・
研
修
の
機
会
を

充
実
さ
せ
ま
す
。

教
育
文
化
環
境

教
育
行
政
で
は
、

こ
か
年
継
続

事
業
で
獲
備
を
進
め
て
い
る
花
水

小
学
校
室
長
び
大
野
史
子
校
プ

ー
ル
の
新
改
築
を
完
成
さ
せ
、
新

た
に
容
日
野
中
学
校
屋
内
運
動
場

の
新
改
築
を
行
い
ま
す
。

青
少
年
の
育
成
と
し
て
、
青
少

年
活
動
に
指
導
的
役
割
を
果
た
し

て
い
た
だ
こ
う
と
、
国
際
的
視
野

を措置
、つ
海
外
派
遣
や
社
会
に
買
献

す
る
背
少
年
育
成
に
努
め
ま
す
。

産
業
経
済
環
涜

商
業
振
興
と
し
て
、
宝
町
商
庖

街
ま
ち
な
み
準
備
の
準
備
を
進

め
、
中
心
商
庖
街
と
近
隣
商
底
街

の
振
興
に
つ
い
て
支
援
し
ま
す
。

工
業
振
興
と
し
て
は
、
県
企
業

庁
と
協
調
を
図
り
、
仮
称
束
盛
田

工
業
団
地
の
事
撲
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
中
小
企
業
の
預
託
金

を
増
額
し
て
融
資
枠
の
拡
大
を
図

り
ま
す
。

都
市
型
m
M
業
の
振
興
と
し
て
、

農
業
経
営
者
に
海
外
の
先
進
技
術

を
学
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、
海
外

視
察
の
支
援
を
し
ま
す
。
ま
た
昨

年
に
引
き
続
き
、
城
島
地
区
農
業

環
境
総
合
艶
備
事
業
の
推
進
と
土

地
基
盤
改
良
を
行
い
ま
す
。

都

市

環

境

恵
ま
れ
た
自
然
を
生
か
し
、
安

全
で
快
適
な
、
う
る
お
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
、
都
市
基
盤
整
備
を
し
、
活
力

あ
る
市
街
地
の
再
生
と
居
住
環
境

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

市
街
地
形
成
と
し
て
は
、

J
R

貨
栃
線
を
利
用
し
て
旅
客
ホ
1
ム

を
取
り
入
れ
た
駅
、
周
辺
の
整
備

計
画
の
策
定
調
査
を
行
い
ま
す
。

道
路
整
備
で
は
、
八
幡
神
社
土

屋
線
、
平
塚
山
下
線
、
萩
原
八
幡

綿
の
都
市
計
画
道
路
、
真
土
金
回

線
の
幹
線
道
路
、

一
般
道
路
な
ど

の
促
進
を
図
り
ま
す
。

春の展示会を開く花水山草会
花水公民館を会場。こ、日山植物等の研究を

続けている「花水山草会」にスポットをあて

た。 4月22口から市民プラザで、山野草器の

展 示 会を聞く。取材は神馬純江 さん(御殿)

今
回
は
、
高
山
植
物
等
の
研
究

を
続
け
て
い
ら
れ
る
花
水
山
窓
会

の
み
な
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。

老
人
会
の
有
志
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
と
の
会
は
、
正
式
な
発
足
か

ら
十
三
年
が
た
ち
ま
し
た
。
今
は

屈
で
売
っ
て
い
る
花
と
違
っ
て
素

朴
で
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
感

じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
」
と
声
高

に
話
さ
れ
ま
し
た
。
群
生
し
て
い

る
花
た
ち
を
見
る
と
思
わ
ず
声
を

あ
げ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
す
が
、

一

つ
一
つ
は
、
つ
い
見
落
と
し
て
し

ま
い
そ
う
な
小
さ
な
花
ば
か
り
で

す
。
ま
た
、
雪
解
け
の
枯
れ
草
か

ら
新
し
い
芽
吹
き
を
見
つ
け
た
り

と
、
本
当
に
自
然
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

の
花
た
ち
を
ず
っ
と
見
る
こ
と
の

で
き
る
よ
う
、
現
境
を
守
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
と
実
感
さ
れ
る
そ
う

で
す
。恐

近
は
ブ
l
ム
に
よ
り
、
マ
ニ

ア
の
採
取
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

業
者
の
根
こ
そ
ぎ
の
盗
掘
も
増
-
え

て
、
本
当
に
困
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
、

潮
風
の
吹
く
平
塚
で
も

何
と
か
丹
精
し
て
育
て
、
山
に
移

植
さ
れ
た
り
も
す
る
そ
う
で
す
。

花
水
山
車
会
(
代
表
者
は
金
固

な
お
さ
ん
)
で
は
、
入
会
希
望
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
年
齢
性
別

は
聞
い
ま
せ
ん
が
、
長
く
活
動
を

続
け
る
気
持
ち
の
あ
歪
方
を
大
歓

迎
と
の
と
と
で
す
。

四
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
七
日

ま
で
は
、
市
民
プ
ラ
ザ
で
春
の
展

一
歪
冨
を
嗣
き
、
苗
の
配
布
も
行
う

そ
う
で
す
。
み
な
さ
ん
も
、
小
さ

な
か
わ
い
い
自
然
た
ち
に
会
い
に

出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
?
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3月定例市議会の結果

マ
:
:
:
:
三
月
定
例
市
議
会
が
三
月
一
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
日
程
で
聞
か
れ
、
平
:
:
:
:
ム

60.2% 

1.9% 。.8%
0.1% 

1.1% 

0.1% 

l.0% 

1.6% 

5.6% 

3.8% 

0.8% 

5.0% 

1.4% 

11.6% 

5.0% 

0.0% 

100% 

428fX.'(] .386万円

13似 4.000万円

6{(?0.000万円

8.600万円

7俄5.000万円

5.000万円

7f.ば1.644万円

11俄7.339万円

39f.ti5.011万円

26億6.516万円

5億 8.262万円

351窓5.528万円

10むな0.000万円

82低 7.267万円

351:0:6.247万円

2.500万円

711儀4.300万 円

一般会計歳入予算

市 税

t也 プ''J ~ ぞ子 手n
利子 ;'[;IJ 交付金

ゴルフ場平IJm税交付金

自動車取得税交付金

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料放ぴ乎数料

同庫支出金

以支出金

財 産収入

繰入金

綿必金

骨折 収 入

汁J f涜

そ の f也
歳入合 計

第 501望号

0.8% 

10.1% 

15.4% 

13.1% 

0.8% 

3.6% 

1.3% 

21.3% 

4.3% 

16.4% 

7.1% 

5.7% 

0.1% 

100% 

一般会計歳出予算

5f0:7.053又jp.J
72ffH.913ん.円

109{怠5.537んー門

93ffi3.244万円

5億 4.948JJ円

251窓6.6947J円

9{ll0.952万円

15Hi16.664JJ円

30f:t!":4 . 8807i円

116俄 3.231万円

50i:忽2.474.f;i円

40惚 6.710JJ円

1iiJ:0.0007.i円

711億4.300万円

ユ義 会 t'i: 

総務 't'i:

民生 t'i:
llii ~t t'i: 
労 灯時 t'i: 

山 林水地栄町

il'ij .1'. t'i: 
ニ上 ユ-j;: t'i: 
消防校

教 ff 'I.'i: 

公的 f世

話 支 出 金

予官ui t'i: 
歳出合計

今年の緑化まつりのキャッテフレーズは、r1粒

の純から広がる紛の輸J(平成 4年皮緑化標語コ

ンクール最低t秀賞 ・.<:f日野中学校 3年山本初災

さんのイ乍品)

春
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
市
一
か
、
歌
手

・
タ
レ
ン
ト
と
し
て
活

民
の
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
一
躍
し
て
い
る
杉
本
彩
さ
ん
を
先
頭

る
緑
化
ま
つ
り
が
、
今
年
も
総
合
一
に
、
ソ
ー
ラ
ー
ヵ
ー
な
ど
が
園
路

公
園
で
附
か
れ

る

。

一

を

行

進

す

る

フ

ラ

ワ

ー

パ

レ

ー
ド

今
回
は
、
慣
例
の
植
木
市
、
花
一
ー
な
ど
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り

と
み
ど
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
ほ
一
広
げ
ら
れ
る
。

7f.i19.976万円

3億 5.001万円

l偲(5.503万円

3ffi8目 570万円

9億4.441万円

2.867万円

4億 1.517万円

lf:(f.8.818万円

3億 0.800万円

10億 9.772万 円

3億 7.126万円

2億 3.000万円

3低 0.734万 円

1依 1.298万 円

72億 0.766万 円

交

通

災

害

共

済

に

加

入

を

破
砕
処
理
場
1
大
神
環
境
衛
生
セ

ン
タ
ー
〈
昼
舎

3
資
源
処
理
セ

ン
タ
ー
5
高
原
商
腐
5
市
役
所

マ
定
員

親
子
印
人

(先
着
順
)

マ
申
込
先
環
境
衛
生
業
務
課
業

務
係
(
内
線
五
三
七
)

選長臓裏側鋭職
生活・福祉環境づくり

予防接秘関係経費 1ぽU.047万円

休日・佼川救急医療関係純資 2倍、3.881万円

老人保健~JJ~初期係縦波 3似(3.749万円

仮称、間部稲祉会館複合施設利息自.，経費 8.024万円

在宅老人対策縫針 2@.7，890万円

身体障也イラ梅幸I~対策総i'J. 3f:な2.183万円

精神五年弱花街祉対策縦'{.'i 6億 5.056万円

仮称消防池山被所新書従事業 5f:(?5.511万円

ごみ収集縦'i'i 2f:i19.988万円

火葬場殺到刊玉栄〔継続m~粍) 25億0.209又i円

産業・経済環境づくり
商庖街まちなみ整備に伴う単備経費 1.500万円

中小企栄金融対策経質 4億 8.195万円

民 主提訴t境総合盤備事業 4f:な0.494万円

段業後継者育成対策事業 1.164万円

漁港重量術事業・利用部a~箆郁栄 7偲(0.294万円

勤労者金融対策事室長 4億6.276万円

教育・文化環境づくり
花 水 小学校校舎新改築事業

旭小学校校舎改修事業

生徒用教育パソコン導入|比l係経質

江陽中学校校舎改修司王室捻

春日野中学校脳内運動場等新改築

国際週解教育推進事業縦覧

仮称なでしと公民館新築郁栄

仮称太洋地威子 どもの霊長鐙術事業

都市・ 環境づく り
幹線巡・路盤伽JJl~捻

都市計画街路盤備事業

虹ケ浜酋住宅建替事業

コミュニティ道路盤備事終

狭あい道路強術事業

なでしと公園華麗備事業

公共下水道艶備事業

見
学
会
の
団
体
を
募
集

新
緑
が
美
し
く
、
ツ
ツ
ジ
の
花

満
開
の
総
合
公
園
へ
ご
家
族
お
揃

い
で
お
出
掛
け
を
。

マ
期
間

4
月
却
日
(祝
)，、，
5

月
1
日
(
土
)

・
時

間

午

前
9
時

1
午
後
6
時

マ
主
な
催
し
物

会
闇
路
植
木
市
、
花
市
、
緑
の

相
験
室
、
野
翠
巾
、
森
の
め
ぐ
み

市、

う
る
お
い
ラ
イ
フ
フ
ェ
ア
、

フ
ラ
ワ
ー
パ
レ
ー
ド

(泊
目
、
午

マ
-j
i--成
五
年
度
の
予
算
ご
面
掲
載
)
や
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
、

j
i
--
A

マ
:
:
:
:
土
地
改
良
事
業
計
画
概
要
に
つ
い
て
な
ど
、
二
十
七
議
案
が
審
議
さ
れ
、
原
・
:
:
・
:
ム

マ
:
:
:
:
・
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。
可
決
さ
れ
た
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。
・:
:
j
i
--::
A

{
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部

一

備

事

業

一

・
春
日
野
中
学
校
校
地

改
正
〕

一

関

係
戸
数
日
一
戸
、
受
益
面
積
一
面
積
二
十
三
万
六
千
七
百
四
+
一

国
民
健
康
保
険
税
の
地
方
税
法
一
(
水
田
8
お
)
、
概
算
事
諜
抑
制
二
六
平
方
M

川
、
取
得
予
定
価
格
十
四
一

上
の
課
税
限
度
額
は
、
狸
付
の
四
一
億
九
千

九

十

万

円

一

億

五

千

万

円

取

得

先

大

蔵

省

一

十
六
万
円
が
平
成
五
年
度
か
ら
五
一

〔
不
動
産
の
取
得
に
つ
い
て
}

一

関

東

財

務

局

一

十
万
円
に
引
き
上
げ
が
見
込
ま
れ
一

一

般

会

計

は

制

億

円

の

補

正

一

る

た

め

、

平

成

五

年

度

分

の

脱

税

一

一

か
ら
翼
付
の
四
士
一
万
円
を
四
十

一

平
成
四
年
度
の
一
撃
許
補
正
一
地
の
払
い
下
げ
、
し
ら
さ
ぎ
保
育
一

四
万
円
に
引
き
上
げ
た
も
の
。

一
予
算
は
、

三
月
定
例
市
説
会
の
初
一
回
拡
張
用
地
の
取
得
費
の
措
置
、
一

{
土
地
改
良
事
業
計
画
概
要
に
つ
一

日
と
最
終
日
の
ニ
固
に
わ
た
っ
て
一
在
宅
福
祉
事
業
の
充
実
を
図
る
た
一

い

て

}

一

提
案
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
一
め
の
社
会
福
祉
基
金
へ
の
拠
出
金
一

平
成
五
年
度
に
園
、
県
の
補
助
一
れ
た
。

一

の

ほ

か

、

市

民

病

院

へ

の

巡

営

費

一

を
受
け
て
、
団
体
賞
事
業
と
し
て
一
今
回
の
補
正
予
算
は
、
四
十
二

補

助

金

な

ど

で

あ

る

。

一

獲
備
を
行
う
中
久
保
地
区
土
地
改
一
億
九
千
五
十
一
万
四
千
円
で
、
既
一
そ
の
ほ
か
は
、
国

・
県
支
出
金

一

良
総
合
整
備
事
業
の
計
画
概
要
に
一
定
予
算
と
合
わ
せ
る
と
、

予
算
規
一
の
確
定
に
伴
う
も
の
、
土
地
開
発
一
施
設
見
学
会
に
参
加
さ
れ
る
団

つ
い
て
、
土
地
改
良
法
第
九
十
六一

棋
は
七
百
六
十
一
億
一
千
三
百
五
一
公
社
に
指
定
し
て
道
路
、
街
路
な
一
体
を
募
集
す
る
。

条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
い

一
十
一
万
四
千
円
と
な
っ
た
。
一
ど
の
用
地
取
得
に
伴
う
償
還
金
、
一
広
哩
広
聴
諜
で
は
、
毎
年
市
民

て
誠
会
の
議
決
を
求
め
た
も
の
。
一
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
国
一
当
面
必
要
な
諸
経
費
に
つ
い
て
措
一
の
み
な
さ
ん
(
親
子
、
団
体
、

一

・
中
久
保
地
区
土
地
改
良
総
合
整
一
有
地
で
あ
っ
た
春
日
野
中
学
校
校
一
閉
山
し
た
も
の
な
ど
で
あ
る
。
一
般
)
を
対
象
に
、
観
光
パ
ス
を
利

用
し
て
市
内
の
公
共
施
設
や
名
所

旧
跡
を
と
案
内
し
て
い
る
が
、
今

回
は
こ
の
中
の
砂
団
体
分
。
を
募

集
す
る
も
の
。
希
望
さ
れ
る
団
体

は
四
月
三
十
日
(
金
)
ま
で
に
お

後
2
時
3)

合
平
塚
の
は
ら
っ
ば
木
工
教
室

(却
目
、
午
前
日
時

1
)、
フ
ワ

フ
ワ
ラ
ン
ド
(
泊
目
、
午
前
日
時

3
)、
ミ
ニ
機
関
車
試
乗
会
(
凶

日

・
1
日
、
午
前
日
時
3
)

合
日
本
庭
園
湘
南
風
お
茶
会

(
午
前
四
時

1
、
先
着
三
百

人
)
、
管
弦
の
調
べ

(午
前
日
時

i
u
時
)
、
笹
舟
つ
く
り
教
室

(
泊
目
、
午
前
日
時

t
u時
)
、

花
の
浮
き
舟

花
と
み
ど
り
の

プ
レ
ゼ

ン

ト

期
同
中
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
脇
の

テ
ン
ト
で
草
花
、

苗
木
、
用
土
を

申
し
込
み
を
。

マ
対
象
団
体
自
治
会
、
子
供

会、

趣
味
の
会
、
サ
ー
ク
ル
仲
間

な
ど

(
1団
体
刊
人

t
m人
)

マ
実
施
日

5
月
下
旬

1
平
成
6

年
3
月
ま
で
の
月
1
金
暇
日

マ
笑
施
回
数

日
回
(
抽
選
)

申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
団
体

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

{草
有
苗
木
、

周
土
}

午
前

9
時

:
、
各
自
先
着

一
千
五
百
人

(
配
布
は
1
人
に
つ
い
て
草
花
2

鉢
、
苗
木
1
本
、
用
土
1
袋
の
い

ず
れ
か
)

-m臼
草

花

(
ペ
チ
ュ
ニ

ア
)
、
苗
木
(
ツ
ツ
ジ
、
ツ
グ
、

フ
ヨ
ウ
)、

園
芸
用
土

-
初
日
草
花
(
サ
ル
ビ
ア
)
、

苗
木
(
エ
ビ
ネ
ラ
ン
、
マ
キ
、
フ

ヨ
ウ
)、

園
芸
用
土

・
1
日
草
花
(
マ
リ
l
ゴ
ー
ル

ド
)
、
苗
木
(
ツ
バ
キ
、
モ
ク
セ

イ
、
フ
ヨ
ウ
)
、
園
芸
用
土

{
市
民
の
花
ナ
デ
シ
コ
の
首
と
肥

料
}
午
後
1
時
加
分

3
、
各
自
先

着
五
百
人

野外ステージ催し物

<Ql4月29日 (祝)
10: 00- フラワーマジツクショ ー

11 : 00- 予約ダン ス

11 : 30- お化けのホーリーショー

12: 00- だって僕らの地球だもん

13: 00- お化けのホーυーショ ー

15: 00- フラワーク イーンオンス

テージ ・杉本彩

16: 00- 吹奏楽コンサート

<Ql4月30日 (金)
10: 30- 大正琴コ ンサート

11 : 30- ピエロショー ・大逃芸パ

フォーマンス

泣認のつどい

ピエロシ ョー ・大道芸パ

フォーマンス

15: 00- 祇J;ro，ロックコンサート

<Ql5月1日 (土)
10: 30- 闘芸緑化 教室

13: 00- ぬいぐるみコンサート

14 : 00- フジタサ ッカ ークラブフ

ァン感謝祭

ぬいぐるみコンサー ト

民沼花舞台

13: 00-

14: 00-

14: 30-

15: 00-

い
つ、

ど
こ
で
交
通
事
故
に
あ

う
か
わ
か
ら
な
い
今
回、

ひ
と
た

び
事
故
に
あ
う
と
、
本
人
の
み
な

ら
ず
家
族
の
方
々
の
家
庭
生
活
に

も
、
大
き
な
打
撃
を
与
え
て
し
ま

う
こ
と
が
多
い
。

そ
こ
で
、
市
で
は
市
民
の
み
な

さ
ん
が
お
互
い
に
助
廿
合
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
平
塚
市
交
通
災

害
共
済
制
度
を
股
け
、
事
故
に
あ

っ
た
と
き
見
舞
金
を
支
給
し
て
い

る
。
ご
家
族
で
加
入
を
。

マ
加
入
で
き
る
方
市
内
に
住
民

登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
し
て
い

る
方

環
境
衛
生
業
務
限
で
は
、
ゴ
l
一
一
〉
共
済
期
間

5
月
1
日
3
平
成

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

一
日
に
観
光
一

6
年
4
月
初
日

(4
月
1
白
か
ら

パ
ス
を
利
用
し
て
。
親
子
ご
み
施
一
加
入
予
約
を
受
け
付
け
て
い
る
)

設
見
学
会
。
を
聞
く
。

一
一
〉
共
済
掛
金
大
人
五
百
円
、
老

今
回
は
、
特
に
資
源
回
収
(
ぴ
一
人
(
河
歳
以
上
)
・
身
体
障
害

ん
、
か
ん
、
古
紙
)
の
状
況
を
え
一
者

・
精
神
薄
弱
者
三
百
円
、
小
人

て
い
た
だ
く
た
め
、
資
額
回
収
業
一
(
中
学
生
以
下
)
一

一百
円

者
を
巡
っ
て
み
る
。
ご
参
加
を
。

一
一
〉
見
舞
金
死
亡
(
百
万
円

)
1

マ
実
施
日

5
月
4
臼
(
休
)

一
1
週
間
以
上
1
か
月
未
満
の
障
害

・
集

合

市

役
所
杢
広
一
晶
、
午
一

(
一
万
五
千
円
)
ま
で
6
段
階

前
9
時

一
一v
問
い
合
わ
せ
先
地
域
づ
く
り

マ
コ
1
ス
市
役
所
1
粗
大
ご
み
一
課
市
民
生
活
係
(
内
線
二
四
四
)

た

月

和

た

か

月

当

し

7

昭

れ

)

臼

7

但

叶

i

業

年

、

ま

ベ

2

年

収

集

車

問

で

生

タ

明

日

人

以

ヨ

る

を

ら

カ

ι
〆

和

た

国

首押

す

上

か

な

で

ュ
年

昭

れ

羽

竹内

窃

以

日

成

ま

セ

同
人

J
ま

紅

d

従
校

2

)

健

自

国

和

た

し

生
~
河

…
E

園内

に
学
月

税

た

1

通

昭
れ

行

に

時

引

E

務
中

7

突
し

月

(

、

ま

を

で

9
.

ぺ
モ

お

捻
る
年

却

災

7

ミ

し

生

物

ま

ムリ
ま

ベ
臨

時

磁
よ
犯
人
情

単
位
+

日

行

に

ミ

資
日
例
制

帽明

良

む

に

和

た

を

3

ぎ

を

で

E
F
の

1ω
出

川
什

補

で
法
昭
れ
員

上
剖

嘱

絡

ま

託

土

月

日

2

.

E

司

謹

院
育
、
ま
託

以

か

練

資
臼

嘱

生

7

M
月
、

-
U
U
看

病
教
で
生

嘱

校

臼

訓

の

1
士

術
年
月

4
7

聴

(

民

校

子
に

務

学

2

隻

均
月
生
科

幻
4

の

・

…
市

員

市
学
触
れ
事
中
明

担

保
相
補

d
L
…γ

職

務
絡
出
版
回

収

格
年

自

格
お

平

格
日
験
し
内

・

市

職
資
縫

1
徴

資

7
人
機

資
ら
歯

資

2
持
申
{

a

o
--

0
・

G
・

O
・

α。

名

、

読

人

員

、

笑

禁

買

代
表
者
氏
名
、
住
所
、
童
話
番
且勺

を
記
入
の
ヨ
ヘ
一
T
加
平
塚
市
浅

間
町
9
1
1
平
塚
市
広
報
広
聴

課

(内
線
三一

五
)
へ
。

ご

み

施

設

を

ご

案

内

す

る

世
叩
隠
山
内
側
制
裁
鵬

市

民

相

談

室

お

ー

一

一

一

一

内

線

ニ

九

三

〈〉
人
格
法
律
相
股
『
4
月
初
日
(
火
)
、
5
月
日
目
(
火
)、

〈〉
行
政
相
談
F
U
時
S
M時

。
一
般
法
律
相
談

4
月
幻
自
(
水
)
、
初
日
(
水
)、

5
月
ロ
臼
(
水
)
、

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
口
時
1
M時

。
登
旬
、
供
託
、
測
畳
相
融
制

5
月
M
臼
(
金
)
、
日
時
t
M時

〈〉
一
一
般
市
民
相
験
毎
週
月
5
金
曜
日
、

9
時
1
M即時
{
祝
日

は
除
く
)

4
月
日
日
(
金
)
、
幻
自
(
金
)
、羽
田(金)、

5
月
7
日
(金)、
M
自
(
金
}
、

9
時

s
m時

。
定
例
年
金
相
談

5
月
日
臼
(
木
)
、

ω時
3
日
時

〈〉
下
請
取
引
相
談

4
月
刊
日
日
(
木
)
、
日
時
初
分
t
M時

。
住
宅
相
談

(新
築
制
修
な
ど
)
4
月
初
日
(
火
)
、
日
時

s
M時

。
消
費
生
活
相
談

お気軽にご利用を

青
少
年
相
談
室
(
市
民
セ
ン
タ
ー

)M
l七
一
三

月
1
金山明日
9
時
5Mm山川

。
悩
み
ご
と
は
ゆヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
・
お
ー

七

八

三

O

月
1
金
附
日
9
時
1
m時
初
分

(
土
駒
田
は
日
時
t
m昨
日
山
分
)

福

祉

会

館

お

|

一

一

一

二

三

三

。
専
門
(法
律
、
金
融
、
住
宅
、
医
療
}
相
談

毎
月
第
2
木
昭
目
、

5
月
日
日
(
木
)
日
時
t'
m
時
予
約
制

。
生
活
支
掻
相
談
毎
週
月
3
金
曜日
、

8
時
初
分
1
口
時

〈〉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
鮫

係
辺
川
S
金
収
口
、
8
時
鈎
分
3
げ
時

〈〉
結
婚
相
駁
似
巡
回
附
日
、
山
川時
3
何
時
(
第
3
H
附
円
除
く
)

〈〉
母
子
相
談
・家
庭
児
盆
相
談
毎
週
月
5
金
剛
目、

9
時，、，M時

。
高
齢
者
職
業
相
談
毎
週
月
3
金
曜
日
、
9
時
初
分
5
日四時

。
婦
人
相
談
毎
月
第
2
木
昭
目
、
印
時
3MM時

鵡
川
ヤ
鳳
肉
細
制
裁
山
山



第 501号

心

に

紹

介

す

る

。

∞

く

ら

く

め

間

片

に

れ

を

る

)

初

志

た

に

け

♀

五

ト
ピ
ッ
ク
ス

β

お

け

な

納

手

3

一

一

附

倒

れ

日

月

め

ま

合

“

そ

の

時

々

に

あ

っ

た

行

事

な

ど

仰

は

誌

は

は

日

明

弘

抑

制

州

為

。

仰

を
組
み
合
わ
せ
て
紹
介
す
る
。

M
抗

輸

倒

的

州

山

間

制

t
内

日

制

悦

拘

閥

抗

日

。
ニ
ュ
ー
ス

ポ

l

ツ

か

ま

き

後

月

し

4

4

引

ど

料

創

の

納

版

制

吋

制

余

暇

を

利

用

し

て

楽

し

ん

で

い

何

制

批

一

一

一

間

取

丘

町

よ

制

…

聞

も

時

附

伽

酬

附

加

勝

之

だ

と

う

と

新

し

い

ス

ポ

ー

ツ

を

、

未

気

来

料

を

あ

険

の

不

は

ね

稼

1

険

振

仰

の

刺

紹

介

す

る

。

問

問

問

1
鰍

m
…

町

一

一

日

時

間

同

軸

腕

一

J

一

一

税

る

金

{
新
し
く
差
す
る
記
事
}

険

険

故

か

。

め

制

分

る

。

、

維

で

先

喰

附

則

る

な

込

先

洋

市
で
は
、
毎
月

一
回
発
行
の
広
一

な
ど
の
企
画
物
に
カ
を
注
い
だ
紙
一
市
民
の
み
な
さ
ん
に
役
場
し
て

剣

先

仰

制

約

憶

は

品

問

慌

誌

記

d
r酬
諮

問

側

報

ひ

ら

つ

か

を

五

月

発

穿

か

ら

一

面

構

成

と

な

る

。

一

い

た

だ

く

コ

ー

ナ

ー

。

い

ろ

い

ろ

年

年

る

一

ば

し

市

料

る

の

で

リ

告

、

の

あ

合

健

鎚

つ

く

ど

免

合

月
二
回
と
す
る
。
一
な
お
、
発
行
に
あ
た
っ
て
、
読
一
な
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
る
。

眠

聞
は

12-h
酬
怒

Z
J

矧

閥

抗

配

眠

5
2
ぷ

今
ま
で
、
広
報
紙
は
市
民
の
み
一
み
や
す
い
よ
う
に
活
字
を
大
き
く

一・

送
り
先
一

Tm平
塚
市
企
画
部

【

円

と

れ

な

よ

会

も

分

一

る

会

納

制

カ

【

臼

れ

災

は

会

な
さ
ん
に
月
一
回
、
十
五
日
発
行

一
し
た
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
ふ

一
広
報
広
聴
課
(
内
線
三
一
四
)

的

九

日

間

ド

請

は

叫

均

百

九

日

q
J
U
1日
間

抑

止

o
M
M
Mは
は
訪
問
散
歩
道
を
一
日
町
範
囲
で
掲
載
す
る
二
詞
用
一

l
u匂
路

町

村

配

下

山

一

十

肝

心

配

リ

訪

日

げ

幻

U
一

四

年

度

の

優

良

お
届
け
し
て
き
で
い
る
が
、
噌
ぇ
二
新
し
く
ス
タ
ー
ト
す
る
記
重

一
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
。
一

O
赤
ち
ゃ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
一
る
。
応
塾
方
法
7
面
参
照
。
一
括
日
l
五

五

四

四

一

一

教

職

員

を

表

彰

続
け
る
行
政
の
情
報
に
対
し
て
、
芯
生
活
ホ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
一
五
百
字
程
度
の
紹
介
文
に
支
を
一

l

i

l

l

1

1

1

1

1

1

1

一
マ
問
い
完
せ
先
高
齢
福
祉
牒

一

日

目

ド

ゴ

町

山

口

日

討

す

一

て

!

日

臨

む

日

付

川

町

民

言

語

い

広

場

サ

1

一

介

務

審

Z
Pタノ

ー

ほ

〕
内
線
一

日

一

長

即

日

誌

十

円

滑

年

代

一

明

記

一

山

崎

向

日

り

起

こ

一

一

昨

日

開

設

庁

一

級

級

綴

を

一

け

は

日

い

わ

い

一

一

世

話

を
細
か
く
掲
蹴
す
る
。
ま
た
、
十
一
従
来
の
カ
メ
ラ
レ
ポ
ー
ト
を
拡
了
。
市
民
グ
ル
ー
プ
の
会
員
募
一
在
宅
介
臨
に
閲
す
る
相
談
は
、
一
た
こ
か
所
の
在
宅
A
詮

議

セ

ン

一

一

な

ど

、

き

め

細

か

な

指

導

を

名

吾
発
行
分
は
従
来
ど
お
り
の
タ
一
大
し
て
、
ホ
ッ
ト
プ
ラ
ン
な
ど
、
一
集
、
イ
ベ
ン
ト
案
内
な
ど
、
震
一
今
ま
で
程
番
号
行
っ
て
き
一
タ
1
で
も
お
受
け
し
て
い
竜
一
理
事
務
所
で
は
、

2
E
Zほ
か
、

P
T
Aの
仕
芝
黙
々

プ
ロ
イ
ド
判
八
ペ
ー
ジ
で
、
特
集
一
市
政
の
大
き
な
課
題
を
写
真
を
中
一
広
報
の
公
共
・
公
益
性
を
損
な
わ
一
て
い
る
が
、
今
月
か
ら
開
設
さ
れ
一
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
寝
た
き
り
一
穫
た
き
り
の
お
年
寄
り
が
い
る
家
一
と
こ
な
し
父
兄
か
ら
高
く
評
価
さ

一
の
お
年
寄
り
の
介
護
に
つ
い
て
の
一
庭
に
、
介
謹
用
電
動
ベ
ッ
ド
と
床
一
れ
た
。
六
十
歳

。
理
事
級

長
)
、
産
業
立
地
担
当
参
事
須
マ
昇
格

〈
含
む
昇
格
異
動
〉
秘
小
川
進
(
商
業
観
光
課
主
幹
)
、
田
凱
光
、
農
産
課
付
主
幹
曽
我
総
務
課
)
、
中
央
公
民
館
主
幹
一
相
談
や
、
指
導
が
よ
り
身
近
な
と
一
ず
れ
防
止
用
エ
ア
l
マ
ッ
ト
を
貸
一

・
中
村
久
仁
江
整
醐

(
大
野
中
学

マ
昇
格

〈
含
む
昇
格
異
動
〉
企
田
政
男
(
工
業
労
政
担
当
参
書
課
長

合
田
栄

一
、
総
務
課
長
高
齢
福
祉
課
長
安
藤
親
伍
(
福
高
、
地
域
づ
く
り
課
長

三
次
克

久
永
稔
、
消
防
本
部
庶
務
課
長
一
こ
ろ
で
受
り
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
一
し
出
し
て
い
る
。
ご
利
用
を
。
一
校
)
長
年
に
わ
た
り
特
殊
教
育

画
部
長
室
俊
雄
、
都
市
計
画
事
)
、
社
会
福
祉
協
説
会
・
生
き
藤
聞
大
勝
(
現
境
保
全
課
長
)
、
祉
政
策
課
主
幹
)
、
保
険
年
金
課
則
(
議
会
事
務
局
職
事
課
)
、
市
大
井
徹
(
財
政
課
)
一
る
よ
う
に
と
開
設
し
た
も
の
。
相
一
マ
利
用
料
金
無
料
(
生
計
中
心
石
進
路
指
導
、
学
校
保
健
学
校
一

部
長
高
・
李
(
市
民
病
院
事
務
が
い
輩
出
回
担
当
参
事
小
山
茂
農
産
雲
市
水
功
(
農
業
委
員
長
大
倉
昌
幸
(
保
険
年
金
課
主
民
思
主
幹
塩
沢
明
親
(
管
財
@退
職

す
月
白
日
付
貯
)
一
説
佳

一十
四
時
間
、
電
話
で
も
お
一
者
の
前
年
所
得
税
額
が
四
万
二
千
一
研
究
な
ど
の
主
任
を
歴
任
し
、
学
一

局
長
)
(
医
事
幌
長
)
、
湘
南
丘
陵
繋
備
会
事
務
局
長
)
、
商
業
観
光
牒
長
幹
)
、
湘
南
丘
陵
盤
備
郡
長
桐
醜
)
、
福
祉
政
策
眼
長
田
中

一

マ
理
事
級

総
務
部
長
小
林
一
受
け
し
て
い
る
ほ
か
、
介
護
機
器
一
円
以
下
の
世
帯
)
土
伺
料
(
四
万
一
校
運
営
に
賀
献
し
た
。
特
に
、
国
一

O
部
長
級

担
当
参
事
費
竺
(
湘
南
丘
中
部
凪
成
、
文
化
行
政
推
進
室
長
山
一
夫
(
み
ど
り
公
園
課
主
良
(
都
市
計
画
課
)
、
福
祉
政
策
実
理
財
替
問
島
三
部
郎
、
一
の
展
示
、
紹
〈
私
ど
も
行
っ
て
い
一

二
千
一
円
以
上
の
幕
)
電
動
言
語
霊
は
分
か
り
ゃ
す
い
と
一

マ
異
動

総
務
部
長
富
田
喜
三
陵
整
備
課
長
)
、
み
ど
り
公
園
担
川
手
十
芽
男
、
健
康
鵠
長
影
井
幹
)
、
総
合
公
園
管
理
事
務
所
長
課
主
幹
古
谷
町
内
(
高
齢
福
祉
都
市
計
画
部
長
松
田
芳
朗
一
る
。
お
気
軽
に
ご
利
用
を
。
一
ベ
ッ
ド
四
千
円
②
付
加
機
能
付
一
両
く
評
価
さ
れ
た
。
五
十
五
歳
一

(
市
民
部
長
)
、
理
財
部
長
小
当
参
事
川
島
照
一
(
社
会
体
育
洋
子
、
建
設
総
務
課
長
加
藤
今
村
正
一
(
国
県
道
推
進
室
課
)
、
児
童
福
祉
課
長
石
塚
幸
マ
部
長
級

経
済
部
長
和
田
正
一
一
〉
在
宅
介
塾
支
援
セ
ン
タ
ー
一
き
電
動
ベ
ッ
ド
五
千
五
百
円
③
一
・
庄
司
和
夫
教
諭

(
土
沢
中
学
一

出
茂
(
消
防
長
)
、
教
育
委
員
会
担
当
参
事
)
、
選
挙
管
理
委
員
会
弘
、
道
路
総
務
課
長
清
水
博
長
)
、
交
通
安
全
課
長
矢
野
議
爾
(
水
政
課
)
、
保
険
年
金
課
主
穀
、
河
川
下
水
道
部
長
高
橋
直
一

・
伸
生
会
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
一
エ
ア
l
マ
ッ
ト
二
千
円

一
校
)
学
校
と
地
域
の
ふ
れ
あ
い
一

管
理
部
長
猪
俣
消
吉
(
監
査
委
事
務
局
長
石
田
公
昭
(
芸
教
(
防
災
課
長
)
、
説
会
事
務
局
庶
弘
(
環
境
衛
生
業
務
課
主
幹
)
、
幹
原
由
美
容
夫
(
児
童
福
祉
倒
教
育
委
只
会
管
理
部
長
互
併
設
(
御
殿
2
1
η
|
位
)
電
話
亨
問
い
合
わ
せ
先
高
齢
福
祉
課
一
に
ま
、
伝
統
あ
る
学
校
づ
く
り
一

民
事
務
局
長
)
、
同
学
校
教
育
部
育
課
長
)
、
監
査
課
長
脇
田
暗
務
課
長
平
野
道
成
、
教
育
総
務
医
事
線
長
高
田
八
州
人
(
建
築
課
)
、
環
境
保
全
課
長
大
竹
信
井
政
雄
、
同
学
校
教
育
部
長
添
一
部
|
七
四
O
O

一
高
齢
福
祉
係
(
内
線
二一

九
)
一
に
励
ん
だ
。
創
意
工
夫
展
や
中
一

長
鈴
木
勅
男
(神
明
中
学
校
長

)

M
MM
M冊
目
『

U
1
u
l

指
導
腺
主
幹
)
、
出
芸
員
会
事
久
(
管
財
牒
)
、
環
境
衛
生
業
務
旦
郎
(
江
崎
幸
校
長
へ
)
一

|

|

『

l

i

l

-

-
学
理
科
作
品
展
に
は
豪
的
に
指

マ
昇
格

〈
含
む
器
具
動
〉

経

mumヨ

閣

に

似

明

一

4
月
1
日
付
け

務
局
長
山
本
尊
史
(
農
産
謀
付
課
主
幹
古
谷
忠
士
(
環
境
衛
生
マ
参
事
級

総
務
課
長
小
室
一

l
，

t
一
号
、
毎
年
優
秀
賞
な
ど
の
入
賞

済
部
長
佐
伯
母
(
幾
度
部

脚

旧

陸

胆

臨

臨

主
幹
)
、
教
職
員
課
長
橋
本
健
管
理
想
、
建
築
指
導
課
主
幹
雄
、
用
地
拘
亘

書

伊

喜

一

一

親

善

交

流

に

補

助

金

一
者
室
し
て
い
る
。
六
事

長
)
、
市
民
部
長
高
橋
明
(
総

課

長

職

以

上

を

掲

載

彦
(
旭
小
学
校
教
頭
)
、
体
育
課
久
保
寺
政
美
(
市
民
税
課
)
、
建
問
資
産
税
課
長
日
夏
季
、
一

一

合

公

園

管

理

事

務

所

長

)

、

河

川

主

幹

北
島
英
鞄
(
大
住
中
学
校
築
課
主
幹
柳
田
敏
雄
(
資
産
税
高
齢
福
祉
課
長
力
藤
勝
t
塩
、
児
一
市
で
は
、
友
好
都
市
の
高
山
市

一

下
水
道
部
長
吉
富
夫
(
社
会
夫
(
保
険
年
金
課
長
)
、
教
育
相
課
長
熊
沢
信
也
、
施
設
課
長
教
頭
)
、
美
術
館
副
館
長
南
里
課
)
、
国
県
道
推
進
室
長
土
方
童
福
祉
課
長
高
倉
伸
治
、
交
通
一
と
花
巻
市
ゃ
、
市
民
休
養
の
委

側

福
祉
協
鵠
会
担
当
参
事
)
、
市
民
談
担
当
参
事
内
田
武
功
(
神
田
箕
輪
誠
、
社
会
教
育
課
長
新
念
宏
(
博
物
館
主
幹
)
、
災
術
館
主
公
雄
(
中
央
公
民
館
)
、
下
水
道
安
全
線
長
柳
川
盟
て
北
部
調
一
城
湯
ヶ
島
を
訪
れ
、
突
流
を
深
め

一

手

病
院
事
務
局
長
新
倉
毅
回
目
(
み
中
学
校
長
)
、
生
涯
学
習
担
当
参
八
朗
(
地
域
づ
く
り
課
長
)
、
体
幹
平
野
勲
(
市
民
限
主
幹
)
、
総
務
課
長
架
原
滋
男
、
下
水
道
理
場
内
阿
武
井
市
太
郎
、
博
物
館
一
る
団
体
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ど
り
公
園
担
当
参
事
)
、
監

査

委

事

米

合

一
(
会
計
線
長
)
、
ス
育
課
長
山
口
勝
司
、
中
央
公
民
防
災
餌
長

椎
野
隆
司
(
建
築
幌
管
器
削
主
幹
笹
川
地
栄
治
(
み
ど
長
官
川
功
、
中
央
公
民
館
長
一
る
。
ご
利
用
を
。

税

民
事
務
局
長
小
海
正
敏
(
鼓
査
ポ
l
ツ
振
興
財
団
担
当
参
事
大
館
長
打
田
勲
(
福
祉
政

策

課

主

幹

)

、

予

防

牒

長

杉

田

博

り

公

園

部

)

、

水

政

課

長

安

藤

陶

山

商

議

一

マ

対

象

団

体

会

長

が

叩
人
以
上

浦

課

長

)

、

消

防

長

井

口

忠

(

消

山

岩

彦

(

水

政

課

長

)

、

美

術

長

)

(

消

防

本

部

庶

務

課

長

)

政

輝

、

会

計

課

長

深

田

仲

治

、

マ

嚢

級

財

政
課
主
幹
産
一
で
、
日
常
よ
り
自
主
活
動
を

郎

防

署

長

)

館

・
博
物
館
雪
参
事
大
城
宣

O
量

級

マ
昇
格
〈
含
む
昇
格
異
動
〉
総
重
科
長
鈴
木
文
子
、
北
部
調
貞
雄
、
福
祉
政
策
課
主
幹
山
旦
し
て
い
る
こ
と

納

。
参
事
級

(
美
術
館
副
館
長
)
、
博
物
館
長
マ
異
動
財
政
課
長
福
村
隆
之
務
課
主
幹
箆
木
義
男
、
財
政
課
理
場
長
官
木
隆
(
市
民
課
)
、
重
正
、
教
職
員
課
長
皆
川
常
明
一
マ
対
象
事
業
①
ス
ポ
ー
ツ
、
レ

月

マ
異
動

用
地
担
雲
呑
石
川
木
一
譲
二
挙
管
理
委
員
会
事
(
下
水
道
総
務
部
き
、
工
事
検
主
幹

小
泉
哲
朗
(
建
設
総
務
中
央
図
お
館
主
幹
太
田
線

一

(
笠
田
小
学
校
長
へ
)
、
体
育
課
一
ク
リ
エ
1
シ
ョ
ン
等
の
親
善
、
交

ぺ

博
(
道
路
総
務
課
き
、
税
務
担
務
局
長
)
、
消
防
署
長
阿
部
健
護
士
ヱ
幹
飯
田
栄
(
下
水
道
管
腺
)
、
資
産
税
禁
松
浦
安
郎
、
博
物
館
主
幹
八
木

一
実

、

喜

一

嬉

哲

(
山
城
中
学
校
長
一
流
試
合
②
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ

一

当
参
事
杉
山
共
郎
(財
政
限

一
(
予
防
限
長
)
理
際
主
幹
)
、
福
祉
政
策
観
主
幹
(
職
員
鯨
)
、
良
産
観
主
幹
原
博
物
館
主
幹

小
杉
光
雄

(

道

路

ヘ

)

一

エ

1
シ
ョ
ン
等
の
郡
朝
刊
研
修
、

へ

年金保険料が変わる

-------
定額保険料 付加保険料

毎月の納付 126，000円 4.800円

年 間分前納 122，960円 4.680fLl 
WIJり引き悠I 3，040円 120円

広報ひらつか平成5年 4月寸 5日

。対象税等

・閏定資産税 (第 1期分)

・国民年金保険料 ( J/ ) 

・消締し尿従量左手数料( J/ ) 

0納期最終日 4月30日(金)

研
究
会
③
友
好
都
市
、
市
民
休

養

の

郷

の

事

へ

の

意

義

@
自
主
的
活
動
に
よ
る
交
流

マ
補
助
金
額

①
友
好
都

市

2

万
円
(
会
員
が
凶
人
1
犯
人
)
か

ら
叩
万
円
(
百
一
人
以
上
)
ま
で

の
5
段

階

②
市
民
休
養
の
郷

-
万
円

(叩
人

sm人
)
か
ら
叩

万
円
(
百
一
人
以
上
)
ま
で
の
6

段
階

マ
問
い
合
わ
せ
先
交
流
親
普
際

交
流
親
醤
担
事
(
内
線
五
九
七
)

(3) 

後公演
冥途の飛脚一梅J11・忠兵衛一

日時 7月 15日(木)昼の部 13時開演

夜の部 18時開演

市民センターホール
中村腐治郎、片岡秀太郎、坂東吉弥、

尾上松助、中村桜彩ほか
く〉入場料 S席4，000円、 A席3，000円
。 前売り 4月 25I::l(日}斗前 10時から市民センタ

一、チケットセゾン、チケットぴあ(長崎El4

階)、ヤンレイレコード(ラスカ H問 、 稲 元 民

楽探底、サクラT呼応本J;F，、 花水位l苫
・問 い合わせ市民センター 包括 32ー2235

納税貯蓄組合ヘ加入のおすすめ

。 納税貯蓄組合とは
税金を円滑に収めるために務づいてでき

た組織

。納税貯蓄組合の活動
市からの事務費補助金により、円滑な納

税を推進するための事策

く>加入の手続き
市内には町内や同業者等を一 定の単位と

した組合が280あるため、いつでもお近

くの組合へ加入申し込みができる。

・問い合わせ 収納際管理型係(内線280)

、
、
-
〆



(4) 平成5年 4月 15日

‘量
虐
悶d

a『

プンヤジてき回
世様鉄

親
子
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

ルネッサンスまつり

躍墨挙鑓ヨl重重
衣
装
を
そ
ろ
え
て
ダ
ン
ス
も
パ
ッ
チ
リ

[j/'1!一一
自分のほしいものは自分で払 う

歴
史
的
に
有
名
な
文
芸
復
興
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
ま

つ
り
が
、
中
心
商
底
街
で
開
か
れ

ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち
が
集
ま

り
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト

に
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

子
供
た
ち
の
中
に
は
、
与
え
ら

れ
た
理
ひ
だ
け
で
は
な
く
自
分

で
自
分
の
遊
び
を
探
し
出
し
て
楽

し
ん
で
い
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し

た。
近
い
将
来
、
こ
の
子
供
た
ち
が

平
塚
市
を
担
っ
て
い
っ
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

'
aa---

マ
募
集
庖
数

二
百
区
画
(
1
人

一
一
〉
参
加
料

三
千
円

J
j
t

-
区
画
、

1
区
画
約

3
平
方
一

{第
1
回
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
}

日

む

、

先

着

順

一

{

〉

臼

程

5
月
M
日
1
6
月
お
日

マ

出

庖

料

五

百

円

一

の

毎

週

金

曜

日

、

全
7
回

マ
受
付
γ
揺
4
月
日
日
(
木
)
一

・
時
間
午
前
日
時
加
分
1
1
時

マ
そ
の
他
①
飲
食
物
生
き
物

一
却
分

は
坂
売
で
き
な
い
吾
プ
ロ
の
坂
一
一
V
定
員
市
内
に
お
住
ま
い
、
お

Y 
tJ 

マ
ぐy
ゾ
t 

，つ力、

出
庖
者
を
募
集
し
て
い
る

ぺF

• 

締または准宕護婦

ヤ、 60成 までの方

3-4円程度

(18 : 30-23 : 30) 

(9 : 00-17: 30) 

目、祝日

~， 100円-21 ， 800円

4月初日(金)午後

に履歴岱を持参し

(也結34-0311)へ

掃の募集， 
・夜間急患診療所

性

ジ ャンケンで勝つとジュースがもらえる 子供みこしのお通りだーい

湘
南
ロ
!
ズ
カ
ッ
プ

平
塚
市
を
ホ
l
ム
タ
ウ
ン
と
し

J
リ
1
グ
入
り
を
目
指
し
て
い
る

フ
ジ
タ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
と
、
中

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
力
を
も

っ
、
広
州
ク
ラ
ブ
と
の
国
際
試
合

が
行
わ
れ
る
。

な
お
、
当
日
の
試
合
前
に
、
本

格
的
な
サ
ン
パ
隊
に
よ
る
サ
ッ
カ

ー
応
接
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ッ
カ
ー
ゲ
1
ム
な
ど
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い

る
。
ぜ
ひ
、
ご
観
戦
を
。

マ
期
日

5
月
1
日
(
土
)
開
場

午
後
2
時
キ
ッ
ク
オ
フ
午
後
4

時
四
分

マ
会
場
平
塚
競
技
場

マ
入
場
料
大
人
一
千
五
百
円

(
前
売
り

一
千
円
)
、
中
・
高
校

生

一
千
円
(
七
百
円
)
、
小
学
生

七
百
円
(
五
百
円
)

マ
前
売
り
総
合
公
園
管
理
事
務

所
(
電
話
お
|
一
一二
三一ニ
)
で
発

売
中

ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
聞
く

出
場
希
望
者
は
体
育
課
へ

教
育
委
員
会
で
は
ス
ポ
ー
ツ
大

会
を
聞
く
。
参
加
を
希
怨
さ
れ
る

方
は
、
平
塚
球
場
内
体
育
課
(
電

話
訂
l
三
O
六
O
)
に
お
申
し
込

み
を
。

{第
U
回
婦
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

会
}

マ
期
日

4
月
泣
臼
(
木
)
午
前

日
時
1

マ
会
場
見
附
ム
ロ
体
育
館

マ
種
目
ダ
ブ
ル
ス

マ
競
技
方
法
予
選
ブ
ロ
ッ
ク

υ

1
グ
戦
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方

式マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま
い

の
主
婦
、
ま
た
は
羽
成
以
上
の
女

主寸，マ
参
加
料
燃
料

み
)・

中
学
生
女
子
百
M
州、

二
百

M
川
、
一
千
五
百
M
州
、
四
百
計
リ
レ

ー
、
走
り
幅
跳
び
、

走
り
高
跳

び
、
砲
丸
投
げ
、
四
百
計
リ
レ
ー

(1
年
生
の
み
)

・
小
学
生
弟
子
百
M
円
八
百

M

川
、
四
百
計
リ
レ
l
、
走
り
幅
跳

び
、
走
り
高
跳
び

・
小
学
生
女
子
百
M

川
、
八
百

M
川
、
四
百
計
リ
レ
1
、
走
り
幅
跳

び
、
走
り
商
眺
ひ

マ
競
技
方
法
リ
レ
l
以
外
は
学

年
別
に
実
施
。

-
人
1
種
目
で
リ

レ
ー
は
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る

マ
安
加
資
格
市
内
の
小
学
4
年

生
ら
中
学
生

マ
参
加
料

h
T
叫子主
三
吉
弓
、

h

湖南ひらコ刻、ミスセタコンテスト 子供と一緒に参加を/

子供たちガ家族ぐるみで楽しい野外活動の1
日を過ごすことにより、 Iω身とも!こ健全な成

長を図り、 「明るい家庭づくりJi明るい地

威づくり」を推進する

ス七夕の募集 3人
格 ①県内に在住、1'E7:、在勤する 日本

絡を干fする来的女性

18成から 25歳 ま で (7月 7日現在}

ただし、以前にミス七夕、七夕のJAに巡

ばれた力及び他市町村のミスは除く

集期間 4月 19臼(月 )-5月 19日(水)

し 込み住所、氏名、生年月 11、職業

幼務先)、'，ua丹治リ、身長、体f[(をお入

て、写点(サービスサイズ.1て半身)をI.i)

のうえ 「干 254，'1>:起訴市浅1m町 9 J 、 I~

r行七夕まつりヲ)i_fY，).JJへ
い合 わせ 23 1111 (内線 541、 549)

5月の休日
(地区により異なる)

開催日



まマ
い出

実害
き
る ー
方

市
内
に
お
住
一

一v
申
込
先
環
境
衛
生
業
務
課
業

一
務
係
(
内
線
五
一
二
O
)

広報て

一-一旬、 ， &~ ... τ ーム.;...， '" 、綱相-、 ;・、
- ~ 司尾 、a

にぎわうおもしろリサイクルフリーマーケッ

申
し
込
み
は
ス
ポ
ー
ツ
財
団
ヘ

ス
ポ
ー
ツ
教
室
で
す

第 501望号

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
で
は
、
ス
一
人
〈
抽
選
〉

ポ
1
ツ
に
親
し
み
楽
し
ん
で
も
ら

一
一v
参
加
料
六
千
五
百
二
十
円

う
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
総
合
一

{第
1
回
ス
ト
レ

ッ
チ
体
操
教

体

育

館

で

開

く

。

一

室
}

{第
1
回
初
級
太
極
釜
教
室
}

一
一
〉
日
程

5
月
8
日
(
土
)
5
7

マ
日
程

5
月
7
日
5
7
月
幻
日
一
月
泊
目
(
土
)
ま
で
の
全
叩
回

お
も
し
ろ
リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ
1
一
で
も
、
他
人
に
と
っ
て
必
要
と
し
一
の
毎
週
金
曜
日
、
全
ロ
回

一

・
時
間

午

前
9
時
叩
分

sm時

マ
ー
ケ
ッ
ト
(
五
月
三
十
日
、
総
一
て
い
る
品
物
は
以
外
と
多
い
も
一

・
時
間
午
後
6
時
却
分
3
8時
一
却
分

合
公
園
)
に
出
庖
ぎ
れ
る
方
を
募
一
の
。
手
作
り
品
や
務
な
く
な
っ
た
一
一
〉
定
員
市
内
に
お
住
ま
い
、
お
一
一
〉
定
員
市
内
に
お
住
ま
い
、
お

集
す
る
。
一
洋
服
、
押
し
入
れ
で
眠
っ
て
い
る
一
勤
め
ま
た
は
通
学
(
除
く
高
校
一
勤
め
ま
た
は
通
学
し
て
い
る
四
歳

自
分
で
使
わ
な
く
な
っ
た
品
物
一
贈
答
品
な
ど
を
リ
サ
イ
ク
ル
と
し
一
生
)
し
て
い
る
四
歳
以
上
の
方

ω
一
以
上
の
方
却
人
〈
抽
遺
ぜ

一

;

族
。
名
前
は
貨
也
定
か
な
富
士
山
、
千
本
松
原
、
狩
野
あ
り
ま
充
実
自
慢
で
き

刊

一

141一
辺

り
)
で
、
重
な
人
間
に
な
る
(
か
の
)
川
な
ど
風
光
明
美
な
る
こ
と
は
、
市
内
の
水
道
が
全

勺

一

¥

訪

急

衛

法

定

よ
う
に
重
し
ま
し
た
。
土
地
柄
の
た
め
、
若
山
牧
水
、
国
名
水
百
選
の
柿
田
川
を
水
源

宇

一
一
代
詩
今
日
一
一

ぽ

@
私
の
ふ
る
さ
と

勝
目
香
月
な
ど
の
多
く
の
文
人
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
ね
。

こ

一

紅

吹

溺

岱

応

静
岡
県
東
部
地
域
の
中
心
都
が
住
み
、
事
活
動
を
行
い
ま
ち
全
体
は
庭
園
の
よ
う
で
落
三

一

E
Mhd
ト

ヨ

副

市

と

な

っ
て
い
る
の
在
室
し
た
。
今
で
も
、
当
時
か
ら
の
若
い
て
い
ま
す
よ
。

s

一
属

議

寝

屋

る

さ

と

沼

需

で

す

。

文

学

碑

や

文

学

館

が

た

く

さ

ん

♀

塚
に
住
ん
で
の
感
想

一

P

P
I
-勢

の

叫

小
さ
い
と
き
か
ら
朝
な
夕
な

『

一

〆

γ
L
M

一h

f
T

F
1
2
a
-

に
伺
い
で
き
た
作
曲
士
山
は
、
沼

マ

一

ベ

毛

e
mム

ヘ一

r
t
f
-一

津
自
慢
の
風
最
で
す
が
、
平
塚

一

↑

1
¥
/
/
J

f

一r

炉

、

{

!

二

一

か
ら
見
え
る
富
士
山
も
い
い
で

一

-・一し

:子二一
bi-
--‘

す
ね
。
再
の
ど
こ
か
ら
も
こ

b

J

一

l
!

"市

山一

J
V
JK
E
-
-・

え
る
の
に
は
驚
喜
し
た
。
休

一

'

p
l
J
j

E
↑

1
-A二

、
4
4
a
'
d・
司
、

み
に
は
、
百
中
総
合
公
園
で

ト

巴

¥
;
υ
j
i

一一U
F

1

ベ
-z
戸

'
h
い

叫

べ

一

遊
ん
で
い
ま
す
。
(
明
石
町
二

一

八

静

諜

市

(

同

戸

…
一

)
1
71
uN
~
¥J〈き

自
分
の
ふ
る
さ
と
を

一

宇

/

，

;

一

7
4
J
町
当
〔

v
j
、
子
語
っ
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
。

一

S

F
'
/

ノし

-一一
-L
Ef
t寸

品

司

会
さ
と
の
紹
〈
べ

平
塚
に
住

一

古川田章

/
U

E
S一
一

午

一

一

一

¥

二

九

六

、

ん
で
か
ら
の
窓
を
お
寄
せ
よ

・

4n

二
，P

一一・
5

4

J
，，

U

‘

一

戸
石
忠
也
さ
ん

(M
歳

)
lA

T

-

f
聞
」

鈍
ur
一T
加
平
塚
市
浩

一

一
@
私

の

護

法

r
J
F一
戸

一

町
9
1
1
平
塚
夏
画
部
広

一

吋

一
年
前
に
転
入
し
、
八
月
に

一

h

l

z

L

警
察
志
の
ふ
る
さ
と
」

S

一
生

ま

れ

た

長

男

と

の

三

人

家

狩

野
川
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
l
ス

係
(
内
線
一一
一
一
四
)

」

し
て
い
る
方

刊
人

〈
抽
選
〉

マ
参
加
料
四
千
円

宮
溢
薮
{
墨
}

マ
日
程

5
月
四
回
i
6
月
四
日

の
毎
週
火
・
土
曜
日
、
全
U
回

・
時
間
午
前
コ
ー
ス

(
叩
時
S

U
時
却
分
)
、
午
後
コ
l
ス
(
火

曜
日
6
時
却
分
1
8
時
土
曜
日

2
時
1
3時
加
分
)

マ
定
良
市
内
に
お
住
ま
い
か
お

勤
め
で
高
校
生
以
上
の
方
犯
人

(
午
前
日
人
、
午
後
初
人
)
〈
抽
選
〉

マ
参
加
料
五
千
五
百
円

【第
2
回
水
泳
教
室
}

マ
白
程

5
月
お
日
1
6月
四
日

の
毎
週
火

・
金
曜
日
、
全
8
回

・
時
間
午
後
6
時
却
分
5
8時

マ
定
良
市
内
に
お
住
ま
い
、
お

勤
め
ま
た
は
通
学
(
除
く
高
校
生
)

し
て
い
る
方
刊
人
〈
抽
選
〉

-
第
1
コ
1
ス

四

歳

3
刊
歳
の

初
心
者

叩
人
・
第
2
コ
l
ス

nu
歳
以
上
の
初
心
者

初
人
・
第

3
コ
1
ス

凶

歳

ι印
歳
の
初
級

者

(
日
討
程
度
泳
げ
る
)

叩
人

。
申
込
方
法

往
復
は
が
き

(1
人
1
枚
)
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
屯
話
番

号
、
教
室

・コ
l
ス
名
を
記
入
の

う
え
、

4
月
初
日
(
火
)
ま
で

に、

〒
加
平
塚
市
大
原
1
1
1

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

(
平
塚
球
場

内

・
電
話
回

l
O
一
O
ニ
)
へ
。

平
塚
球
場
で
プ

ロ
野
球
公
式
戦

横
浜
ベ
イ
ス
タ
1
ズ
対
ヤ
ク
ル

ト
ス
ワ
ロ
l
ズ
の
プ
ロ
野
球
公
式

戦
が
平
塚
球
場
で
行
わ
れ
る
。

横
浜
大
洋
ホ
エ
ー
ル
ズ
か
ら
チ

ー
ム
名
を

一
新
し
た
横
浜
ベ
イ
ス

タ
l
ズ
は
、
チ
ー
ム
を
率
い
る
監

督
も
近
藤
監
脅
へ
と
惹
り
、
今
シ

ー
ズ
ン
の
健
闘
が
期
待
さ
れ
て
い

看;

O場所

<>資格

のまを偽;

。 勤務日

。 時間・ 唱

る
。
ぜ
ひ
、
ご
声
援
を
。

マ
期
日

5
丹
江
田
(
火
)
午
後

6
時
試
合
開
始

マ
会
場
平
塚
球
場

マ
入
場
料
ネ
ッ
ト
裏
指
定
席
四

千
円
、
内
野
A
指
定
席
三
千
八
百

円
、
内
野
B
指
定
席
二
千
七
百

{
第
羽
田
婦
人
卓
琢
大
会
}

マ
期
日

5
月
日
目
(
木
)
午
前
一

9
時
3

一

マ
会
場
見
附
台
体
育
館
一

マ
競
笠
刀
法
予
選
ブ
ロ
ッ
ク
リ
一

ー
ク
戦
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
一
三
月
に
行
わ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
大

式

(
2
シ
ン
グ
ル
、

ー
ダ
ブ
ル
一
会
の
結
巣
は
次
の
と
お
り
。

ス
)

一

(

敬

称

略

)

マ
チ
1
ム
編
成

1
チ
l
ム
3
3
一
{
第
お
回
平
摩
市
少
年
少
女
マ
ラ

4
人
、
補
欠
1
人
で
小
学
校
通
学
一

ソ
ン
大
会
}
3
月
7
日
、
総
合
公

区
壁
内
で
編
成
す
る
こ
と
一
聞
、
参
加
百
三
十
五
人

マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま
い
一

・
催
勝

小

学

5
年
男
子
二
千
討

の
主
婦
、
ま
た
は
叩
歳
以
よ
の
女
一
飯
田
将
之
(
富
士
見
)
7分
却

性

一

秒

、

同

女

子

一
千
れ
石
井
智
子

(
群
馬
)
、
富
士
電
機
(
神
奈
川
)
、
一
一
〉
参
加
料
無
料
一
(
勝
原
)
3分
問
秒
、
小
学
6
年

山
形
し
あ
わ
せ
銀
行
(
山
形
)
一
マ
申
込
期
限

5
月
6
日
(
木
)

一
男
子
二
千
れ
加
津
丈
晴
(
旭
)

マ

入

場

無

料

一

一

〉

監

督

会

議

と

抽

選

会

5
月
叩
一
6
分
日
秒
、
同
女
子
一
千
討
小

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
球
場
内
一
日
(
月
)
午
前
日
時
、
見
附
台
体
一
室
圭
子
(
相
模
)
3分
的
秒
、
中

体
育
操
(
襲
抽
出
l
三
O
六
O)
一
育
館

一
学
弟
子
一二
古
川
岡
本
佳
也
(
江

一
{
館
開
拓
国
平
塚
市
陸
上
競
技
選
手
一
陽
)
叩
分
6
秒
、
同
女
子
二
千
れ

一
権
大
会

(小
・
申
生
生
の
部
)}

一
田
原
奈
災
(
土
沢
)
7分
お
秒

一一〉
期
日

5
月
日
日
(
日
)
午
前
一

{
第
辺
回
市
内
実
業
団
対
抗
聞
秘
恒

一
9
時
1

一
競
走
大
会
}
3
月
白
目
、
平
塚
競

一一〉会
場

平

塚

競

技

場

一

技

場

1
山
城
中
学
校
5
区
間
目

・

一マ
種

目

一

9
キ
ロ

M
州
、
参
加
口
チ
l
ム

一
・
中
学
生
男
子
百
計
、
四
百
一

・
優
勝
市
役
所
(
1
時
間
刊
分

一M
川
八
百
M

州、

三
千
M

川
、
八
百
計
一
四
秒
)
、

2
位
消
防
場
、

3
位

一
リ
レ
l
、
走
り
幅
跳
び
、
走
り
高
一
梢
浜
ゴ
ム
、

4
位

三
協
化
学
、

一
跳
び
、
砲
丸
投
げ
、
四
百
計
リ
レ
一

5
位
高
砂
香
料
、

6
位

県

立

1
・
一
千
五
百
討
(
1
年
生
の
一
高
校

。 給与 1 

0申し込e

4時30分 :

保健センェ

円
、
外
野
席
(
大
人
一
千
五
百

円
、
小
人
六
百
円
)

マ
前
売
り
総
合
公
園
管
理
事
務

所

(
電
話
路
|
二
二
三
三
)
、

梅

屋
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
、
神
奈

中
平
塚
営
業
所
、
市
内
各
ス
ポ
ー

ツ
庖
で
発
売
中

全
国
九
人
制
ハ
レ
l

全
国
九
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女

子
親
普
リ
l
グ
が
、
今
年
も
平
塚

総
合
体
育
館
で
聞
か
れ
る
。

こ
の
大
会
は
、
昨
年
の
五
月
市

制
施
行
六
十
周
年
記
今
山
行
事
と
し

て
聞
か
れ
、
決
勝
戦
で
石
川
島
播

磨
箆
工
諜
(
優
勝
)
と
地
元
の
神

奈
川
中
央
交
通
(
二
位
)
が
熱
戦

を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
今
年
も
全

国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
十
六
チ
l
ム
が

出
場
す
る
。
ぜ
ひ
、
ご
観
戦
を
。

マ
期
日

5
月
3
日
(
祝
)
、

4

日

(休
)
午
前
9
時
加
分
1

ヱ
喜
平
塚
総
合
体
育
館

マ
参
加
チ
1
ム
石
川
島
播
磨
忽

工
業
(
東
京
)
、
神
奈
川
中
央
交

通
(
神
奈
川
)
、
琉
球
銀
行
(
沖

縄
)
、
百
十
四
銀
行
(
香
川
)
、
マ

ツ
ダ
(
広
島
)
、
目
立
金
属
安
来

(烏
恨)、

日
新
危
機
京
都
(
京

都
)
、
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
塩
尻

(
長
野
)
、
ヤ
マ
ハ
発
動
機
(
静

岡
)
、
山
型
実
銀
行

(山梨)、

東
京
女
子
体
育
大
学
(
東
京
)
、

セ
イ
コ
ー
電
子
工
業
(
千
葉
)、

福
島
銀
行
(
福
島
)
、
群
馬
銀
行

<:> 

ヤ
一も

一緑町…
一。

<:::・

手呈

<=> 

日

(5) 

ι1:?hよ

新
人
歓
迎
全
も

本
木
U

り

<=> 

平

塚

あ

る

く

会

4
月
例
会

平
塚
あ
る
く
会
で
は
、
丹
沢
の

山
並
み
を
眺
め
な
が
ら
茅
ヶ
崎
の

北
部
丘
陵
地
帯
を
歩
く
。
参
加
さ

れ
る
方
は
、
当
日
、
直
接
集
合
場

所
に
お
集
ま
り
を
。

マ
日
時

4
月
四
日
(
日
)、降
水

確
率
叫
軒
以
上
の
場
合
は
お
臼

(日)、

以
降
中
止

-
集
合
平
塚
駅
北
口
改
札
付

近
、
午
前
8
時

マ
コ
1
ス
平
塚
駅
l
香
川
駅
・
・

浄
見
守
:
大
庭
城
跡
公
園

:-R成

寺・・・香
川
駅
l
平
塚
駅

マ
持
参
す
る
も
の
弁
当
、
水

筒
、
交
通
費
五
百
三
十
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
球
場
内

体
育
課
(
包
括
訂
|
三

O
六
O)

国

。
。
湘
南
口
1
ズ
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー

0

・
5
月
1
日
(
土
)
同
時
叩
分
フ
ジ
タ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
対

。

広
州
ク
ラ
ブ

(
中
国
)

。

大
人
一
千
五
百
円
、
中

・
高
校
生
一
千
円
、
小
学

。

。
※
入
場
料

。
生
七
百
円

'
O
そ
の
ほ
か
の
主
な
大
会

〈

-
4
月
四
日

(日
)
8時

0

・
4
月
剖
日
(
土
)
ロ
時

c
 

r
u
-'
A
U
a
'
A
U
.

，AU
 

神
奈
川
陸
上
競
技
協
会
記
録
会

〉

第
お
聞
東
日
本
実
業
団
、
関
東
学

〈

生
対
抗
陸
上
競
技
大
会

マ
申
込
期
限

4
月
幻
自
(
金
)

ス
ポ
ー
ツ
大
会

の

結

果

で

す

<:::・

手呈

雫註}

日
〈Y
プ
ロ
野
球
公
式
戦

-
5
月
日
日
(
火
)
同
時

横
浜
べ
イ
ス
タ
1
ズ
対
ヤ
ク
ル
ト

ス
ワ
ロ
l
ズ

※
入
場
料
ネ
ッ
ト
裂
指
定
席
四
千
円
、
内
野
A
指
定
席
三
千

八
百
円
、
内
野
B
指
定
席
二
千
七
百
円
、
外
野
席
(
大
人
一
千

五
百
円
、
小
人
六
百
円
)

O
プ
ロ
野
球
イ
ー
ス
タ
ン
リ
l
グ
公
式
戦

・
4
月
口
白
(
土
)
M時
横
浜
対
西
武

-
4
月
四
日
(
臼
)
日
時
横
浜
対
ヤ
ク
ル
ト

・
4
月
幻
円
(
木
)
日
時
横
浜
対
ヤ
ク
ル
ト

・
4
月
却
円
(
祝
}
日
時
横
浜
対
ロ
ッ
テ

-
5
月
4
日
(
休
)
日
時
横
浜
対
ヤ
ク
ル
ト

・
5
月
5
n
(祝
)
日
時

横
浜
対
ヤ
ク
ル
ト

※
入
場
料
大
人
八
百
円
、
小
人
三
百
円

。
そ
の
ほ
か
の
主
な
試
合

-
4
月
M
日
(
土
)
、
お
白

(
日
)
叩
時
却
分
(
有
料
)

首
都
大
学
春
季
リ
ー
グ
戦

・
5
月
2
日

(日)、

3
日

(
祝
)
9
時

円
本
少
年
野
球
連
盟
来
日
本
選
抜

大
会

第24回蒸気機関車写生会を開<体育館の開放日

5月16日(日)
午前9時30分~午後 4時

雨天の場合は23日(日)に延期

ところ文化公園内
。 対 象 山内イE1主の小'子生、幼宇佐阿見、保γ了間児

く〉持参するもの 絵の只、クレヨン、 Illlj似(4つ
切り) (州用紙は、勺 LI会場で 1人 1枚ずつ配布}

。催し ミニSL試 乗 会 午I1IilO時~午後3時30分

※比:募作品は吋 fl会場で受け付ける

.tl\j~、合わせ 社会教γfJ!J!文化財保，必係(内線528)

とき

。見附台体育館 {包括31 3057) 

・開激軽量目 J;t球、バドミントン、パスケッ

ト、軟式ば球(~16時)、バレー 06時~)

• 4月 19日 (月)午 後 l時 -8時

• 5月 10日{月) 1/ 

。金田公民館体育館 何J.!i31

。金目公民館体育館 (叩孟58 0101) 

0神田公民館体育館 山，;1，55 0239) 

0旭南公民館体育館 叩"，1;31 2255) 

・開放夜目 バレー(9時~印刷、パドミン

トン、.I:t球 03時~16時}、バスケット(16

11.1-20時)、

• 4月 19日 (月)午 前 9時~午後 8時

・5月 3日(月) 1/ 

2136) 

一
ポ

一
ル
を

…

ト

参
ヤ
持
一

一
シ
の、

つ

…

ト

ぐ

…
ん一
一回

一

ラ

用

一
も

ぎ
と
ば

一

一
目
上

一

一
種

一
各
と

一

・レ

-



(6) 平成5年 4月 15日

-
開
館
時
間
午
前
9
時
初
分
5

一
午
後
4
時
回
分
(
入
場
は
午
後
4

会

一
時
努
ま
で
)

-
マ
休
館
日
毎
週
月
曜
日
、

5
月

4
臼
(
休
)

マ
観
覧
料

一
般
五
百
円
(
四
百

円
)
、
大

・
高
校
生
三
百
円

(
ニ

百
四
十
円
)
、
中

・
小
学
生
百
円

(
八
十
円
)

※
(
)
は
加
入
以
上
の
団
体
料
金

マ
問
い
合
わ
せ
先
美
術
館
(
電

話
お
|
一
一
一
一
一
)

記
念
講
演
開
く

4
月
お
目
(
日
)
午
後

マ
日
時

2
時
E
3

マ
会
場

由〉マ
講
師

林
忠
氏

マ
演
題

美
術
館
駒
山瓦
〈
入
場
自

護
長
大
学
教
授

浮
世
絵
の
魅
力

海
外
派
遣
団
員
の
募
集

広報ひらつか

/
f
J
 

喜
多
川
歌
麿
「
山
姥
と
金
太
郎
」

曲
目
術
館
で
は
、
企
画
展
「
浮
世
一
ま
で
、
約
百
年
に
お
よ
ぶ
浮
世
絵

絵
百
年
の
名
作
展
・
容
倍
、
歌
一
の
糟
請
を
鈴
木
容
僧
、
容
多
川
歌

麿
、
写
楽
か
ら
北
斎
~
広
盤
ま
一
回
、
東
洲
斎
写
楽
、
耳
飾
北
斎
、

で
」
を
聞
い
て
い
る
。
一
歌
川
広
虫
、
歌
川
園
芳
ら
を
中
心

独
特
の
美
的
世
界
を
も
っ
浮
世
一
に
、
代
表
的
浮
世
絵
師
約
四
十
人

絵
は
、
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
一
の
版
画
作
品
百
二
十
点
と
十
五
点

る
と
と
も
に
、
国
際
的
に
も
高
い
一
の
肉
筆
浮
世
絵
を
展
示
し
て
い

評
価
を
得
て
き
て
い
る
。
今
回
の
一
る
。
ぜ
ひ
、
ご
鑑
賞
を
。

企
画
展
で
は
、
十
八
世
紀
後
半
の
一
一
〉
会
期

4
月
日
日
(
土
)
3
5

錦
絵
の
誕
生
か
ら
幕
末
の
横
浜
絵
一
月
9
日
(
日
)

-姉
妹
都
市
ロ
ー
レ
ン
ス
市
へ

第 501号

市
で
は
、
友
好
都
市
で
あ
る
岐
市
7
家
庭
、
花
巻
市
却
家
庭
)

阜
県
高
山
市
と
岩
手
県
花
巻
市
マ
受
け
入
れ
時
期

8
月

6日
ら

や
、
姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

8
日

(2
泊
3
日
)

ロ
ー
レ
ン
ス
市
と
の
交
流
の
輸
を
マ
訪
問
す
る
時
期

1
月
5
臼
5

よ
り
深
め
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ス
テ

7
日

(2
泊
3
日
)

イ
の
で
き
ゑ
蓬
を
募
集
し
て
い
マ
経
費

る
。
お
申
し
込
み
は
、
交
流
親
醤

・
受
け
入
れ
時
相
手
方
の
宿
泊

課
交
流
親
善
担
当
(
内
線
五
九
に
関
す
る
貸
用

七
)
へ
。

・
訪
問
時
交
通
貨
(
小
学
生
約

{
友
静
都
市
高
山
市
、
花
巻
市
}

一
万
三
千
円
、
中
学
生
約
二
万
六

こ
れ
は
、
子
供
た
ち
が
お
互
い
千
円
)

の
家
庭
に
泊
ま
り
、
生
活
を

一
緒
マ
申
込
期
限

4
月
初
日
(
金
)

に
す
る
こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
の
慣
習

{
姉
妹
都
市
ロ
ー
レ
ン
ス
市
〕

を
学
び
、
友
情
の
き
ず
な
を
深
め
今
年
も
、
ロ
ー
レ
ン
ス
市
民
が

よ
う
と
行
っ
て
い
る
も
の
。
今
年
平
塚
を
訪
れ
る
。
ご
協
力
を
。

で
七
回
目
と
な
る
が
、
今
ま
で
多
マ
受
け
入
れ
時
期

く
の
子
供
た
ち
が
高
山
市
や
花
巻

・
カ
ン
ザ
ス
大
学
生

6
月
ロ
日

・
市
を
訪
れ
、
思
い
出
疹
残
し
た
だ

1
U日
(
1泊
2
日
)

弘
即
け
で
な
く
、
友
達
と
し
て
の
交
流

・
ロ
ー
レ
ン
ス
市
の
作
少
年

6

も
続
け
て
い
る
よ
」
決
茄
を
。
月
中
旬
(予
定
)

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
の
小
マ
経
費
食
資
べ
宿
泊
料
民
、
.
送
迎

g
学
4
年
生

1
中

学

生

の

た

め

の

交

通

貨

は

受

け

入

れ

家

花
も
ち
飾
り
作
り
・
高
山
市
で
マ
募
集
家
庭
数
幻
家
庭

(高
山
庭
の
負
担

友怒⑫舗
ホー孟・ムステ.~の

家庭を募集する

m
H
少
年
謀
で
は
、
今
年
も
骨
少

年
海
外
派
遣
団
の
団
員
を
募
集
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
事
業
は
、
背
少
年
を
海
外

に
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際

的
視
野
を
広
め
て
も
ら
い
、
今
後

の
青
少
年
活
動
に
役
立
て
て
も
ら

お
う
と
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今

年
で
九
回
目
。

今
年
は
昨
年
と
同
様
、
平
塚
市

と
姉
妹
都
市
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

カ
ン
ザ
ス
州
ロ
ー
レ
ン
ス
市
を
訪

問
し
、
グ
ル
ー
プ
や
個
人
で
産

紫
、
文
化
、
教
育
、
社
会
福
祉
可

観
光
な
ど
に
つ
い
て
研
究
す
る
ほ

か
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
通
し

て
お
互
い
の
交
流
を
深
め
る
こ
と

に
し
て
い
る
。
ご
応
募
を
。

マ
派
遣
期
間

8
月
上
旬

(
9日

間
)

マ
募
集
人
員
同
人
(
応
募
さ
れ

た
方
の
中
か
ら
、
作
文
審
査
と
面

接
に
よ
り
決
定
す
る
)

マ
応
募
資
格
市
内
の
中
・
高
校

年 マ マ は 発 事 マ 加 つ 金 三

空襲安皇掌撃嘉主義て
譲先期通穀務費こ定国

限担料研用と や
32腎)、修 の海地

主客A 葬賀懇沢鉄去

三高空 襲if重要
) 脅 金 な l しにが
少) どト、 参 行

移動図書館 5月 日 程 (雨天は中止)

城島小学校

城島公民館

岡崎小学校

浄心寺

金田公民館

土屋小学校

宮沢小学校

吉沢公民館

松 延小 学 校

金目小 学校

みずほ小学校

ふじみ野 商 l苫 街

旭陵中学校

港小学校

海宝寺

~回公民館

松が丘公民館

親
予
で
ハ
イ
キ
ン
グ

親
子
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ
&

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
が
開
か
れ

る。
今
回
は
、
市
内
で
最
も
自
然
の

残
っ
て
い
る
土
沢
丘
陵
を
ハ
イ
キ

ン
グ
し
た
後
で
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
楽
し
ん
で
み
る
。
容
の

一
目、

親
子
ご

一
緒
で
ご
参
加
を
。

マ
期
日

5
月
日
日
(
日
)

-
集
合
松
岩
寺
バ
ス
停
前
、
午

前
9
時
初
分

マ
コ
1
ス
松
岩
寺
バ
ス
停
:
・
松

岩
寺
・:
雰
降
り
の
滝
・・
・
鷹
取
山
・
・・

び
わ
背
少
年
の
家
〈
尽
査
〉

マ
定
員
親
子

ω人
(
先
着
順
)

マ
持
っ
て
く
る
物
主
食
(
お
に

ぎ
り
、
サ
ン
ド
ウ
イ
ツ
チ
な

ど
)
、
水
筒
帽
子
、
タ
オ
ル

マ
参
加
資
親
八
百
円
、
子
供

六
百
円

老
人
趣
味
の
講
座
開
く

健
康
で
ゆ
と
り
あ
る
楽
し
い
毎

日
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
お

年
寄
り
を
対
象
と
し
た
趣
味
の
講

座
が
聞
か
れ
る
。
初
心
者
を
対
象

と
し
た
講
座
な
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
を
。

マ
講
座
名
、
開
催
日

①
手
芸
毎
月
第
2
火
曜
日
の
午

前
9
時
泊
分
1
日
時
却
分
(
全
日

回
)

②
新
舞
踊
毎
月
第
1
・
第
3
金

嶋
田
の
午
前
9
時
加
分
1
日
時
却

分
(
全
初
回
)

③
子
編
み
毎
月
第
2
・
第
4
水

噛
日
の
午
前
9
時
初
分
1
日
時
却

分
(
全
初
回
)

④
ベ
ン
習
字
毎
月
第
1
・
第
3

火
曜
日
の
午
前
9
時
泊
分
3
日
時

加
分
(
全
羽
田
)

⑤
水
彩
画
毎
週
木
曜
日
の
午
後

1
時
却
分

5
3時
却
分
(
全
日

回
)

⑤
木
彫
り
毎
月
第
2
・
第
4
水

曜
日
の
午
後
1
時
加
分
3
3時
叩

分
(
全
叩
回
)

⑦
民
謡
毎
月
第
1
・
第
3
火
曜

日
の
午
後
1
時
叩
分
1
3時
加
分

(
全
日
回
)

マ
定
員

φ
A
Wは
却
人
、
④
'h

⑦
は
加
入

マ
会
場
福
祉
会
館

マ
申
込
期
限

4
月
お
日
(
金
)

申
し
込
み
は
、
参
加
費
を
添
え

て
背
少
年
会
館
(
電
話
泣
l
七
O

二
九
)
か
、
び
わ
管
少
年
の
家

(
電
話
回

l
O
八
七
二
へ
。

青

少
年

の
家

夏
休
み

受

付

び
わ
背
少
年
の
家
で
は
、
夏
休

み
期
間
(
七
月
二
十
一
日
5
八
月

三
十
一
日
)
中
に
、
利
用
を
希
望

さ
れ
る
団
体
の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
る
。

マ
利
用
で
き
る
団
体

1
団
体
叩

人

(
小
学
3
年
生

1
)
以
上
で
、

1
泊
2
日
で
あ
る
乙
と

マ
定
只
宿
泊
管
理
棟

ω人
、
キ

ャ
ン
プ
一
場
別
人

マ
申
込
期
間

4
月
初
日
(
火
)

じ務費薗嘗3
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白

日

日

目

白
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6
7
7
u
u
u
u
u
u
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M
m
m
m
日

S
M日
(
土
)

マ
抽
選
会

4
月
お
日
(
日
)
午

後
1
時
却
分
、
び
わ
背
少
年
の
家

マ
申
込
先
び
わ
青
少
年
の
家

(
電
話
回

1
0八
七
一
)

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ス
タ
ッ
フ
募
集

【レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル

写
真
展
}
4
月
四
日
(
木
)
3初

日
(
火
)

{花
水
山
支
暮
の
山
野
草
展
}

4
月

n臼
(
木

)
i
u臼
(
火
)

{ユ
ニ
セ
フ
宰
品
目
白

4
月
泊
目

(祝
)
1
5月
4
臼

(
休
)

{遊
照
会
陶
芸
展
】
5
月
6
日

(木
)

3
1
日
(
火
)

{ニ
ツ
星
俳
句
展
}
5
月
日
目

(木

)
t
u日
(
火
)

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

合開館 時 間 j 

火~土曜日 9時-21時30分

〈日暇自のみ 9時-176事)

合休館日 毎迦月曜日、 4月29目、 5月 4目、 f
6日 f

合青少年会館 i 
干矧浅11.1]町12-41 包括32ー 7029 [ 

箆価回
食市民アートギャラリー

【日本レミコ押し花学院花みずき会展】

Eヨ刈l::¥.<-ヨ ζ~コ自主) :・ 期間 4月15日(木) -20日(火) i 
一 一一一…・日手J ，ラ/乙弓戸芝三:SLjヨ : 【柑子ミヨ個展{油彩)] ( 

. 会 少 年 少 女 美 術 教 室 i ・期間 4月15日{木)-20日{火}
木 Jjlの表面の相直線や衛星を盟遠鏡で観療す ---_.----- • 【薬師寺個展{絵画)】

る。参加自由 : 公園でスケッチしたり親子でハイキングを : ・期間 4月21日(水) -27臼{火) i 
・日時 5月 7日(金) 19時-20時30分 : したりする。 【鳥井鴎個展(絵画)】

・会場 博物館科学教室、民よ : ・日程 5月22日-7月10日(5月、 7月は : ・期間 4月28日(水) -5月 2日{日) ~ 

会 土曜 観察会 j 毎土防1目、 6Rは毎日即日〉、全 8回 j 【グループN展(写真、新1位御殿まり)】

・時間 土曜日は14時-16日守、白隠日は10時 : ・期間 4月28日(水) -5月 2日(臼)

年間を通して身近な自然に貌しむ会。参加 -121時、 6月13臼のみ 9時30分- 13時 ( 湘 ; 【南通個展(アクリル画、イラス ト〉】

は往復はがきでお巾し込みを。: 南平へハイキングとスケッチ) : ・期間 5月 5日(祝) -11日(火)

【南金目、谷戸田の容】 : ・会場管少年歪将官、絡会公凶日本庭園ほか : 【第 3回織地康国と賛樹会炭{油彩}】

合開館時間 : ・4J.j 17日 {土) 14ft与25分、金目バス停集会: ・定ぬ 小学 4年集~中学 3年生 20人 ( 先 :・ 期間 5月12日{水) -18口(火}

火- 1111?t]円 9時 -161時50分 ; 【自然の新聞作りと映画、スライド】 ; 活版) :合開館時間 9 時30分-16f1~50分

(金11M1 1のみ 中央官白の貸出吉区と参考室 は 9 : ・5H J n (土) 14時、博物館総合 : ・持参するもの 水彩mA一 式、帽子 :合休館日 毎ilIiI月lI{il目、 5月 4円

ft!j-181J，i50分) 【相綴川で コアジサシを見ょう】 : . 'l.'i斤J 500内 :合美術館 干 254i7.!i八附1-13 句筒35-2111

唱

隠

• 5月15臼{土) 14日寺30分、 相 J.II農協前集合

会開書官時間 9時-161時50分

合休館目 録巡月限目、月末、 5月 4日

会得 物 館 干制浅n日町12-41 包括33-5111

合f木賞官回 毎週月嶋田、月末、 5月 4日

命中央図・a官
干お4浅間町12-41 官E穏31-0415

羽 田
会星を見る会「木星を見ょうj

会ビデオ映画会

。4月 18日{日) 10時 、 14時中央館3階

{ r亦ずさん、さるとかにJ32分

i (0) 4月25日(臼) 10時 、 14時 中央館 3階

¥ rうらしまだろう、ふしぎなひしゃくJ32分

l co> 5月 2日 (回) 10時 、14時中央館3階

「友1¥'1、学生時代J49分。5月 9日 (回) 10時、 14時

「路仰のれJ47分

利用券の更新を

市立極1m館と東海大学付属図魯館では

相互利用をしているが、現在、 平成 5年

度図主書館利用の更新手続きを受け付tt
ている。引き続いて利用される方や新た

に利用を希fI1される方は、中央館3階参

考笠で手続窓を。

-利用で窓るカ 18歳以上(除く、商・

大学生}で市立医]{'}館の登録をしている

rl1氏のJJ

飽富園

第
九
回
平
塚
市
青
年
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
(
十
月
二
十
四
日
、
総
合

公
園
)
の
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て

い
る
。こ

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
企

画
立
案
か
ら
運
営
ま
で
す
べ
て
を

青
年
だ
け
で
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
毎
年
若
者
の
祭
典
と
し
て
に

ぎ
わ
い
を
み
せ
る
。
ぜ
ひ
、
ご
参

沼

南
市
民
界
震
(
絵
画
、
陶

申
し
込
み
は
、
は
が
き
(
1
人

一

加

を

。

芸

等

)

}
4
月
M
臼
(
水
)
S
U

1
コ
1
ス
)
に
鱗
座
名
、
住
所
、
一
{
V
応
募
資
格
高
校
生
か
ら
叩
歳
臼
(
日
)

氏
名
、
年
齢
電
賠
番
号
を
記
入
一
ま
で
宝
刀

{わ
っ
し
ょ
い
宏
震
覧
会
(
絵

の
ヨ
ヘ

〒
加
平
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